
第
二

章
　

自
由
民
権
運
動

第
一

節
　

国
会
開
設
運
動

一

　

そ
の

前
夜
―
運
動
の

発
端
―

八
王
子
・

三
浦
・

小
田
原
の

動
き

神
奈
川
県
下
の

自
由
民
権
運
動
は
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
六
月
の

国
会
開
設
運
動
を
も
っ

て

本
格
的
な
幕
明
け
の

時

代
を
迎
え
る
。

こ

の

国
会
開
設
運
動
を
通
じ
て
、

神
奈
川
の

民
権
運
動
は
、

は
じ
め
て

全
県
的
な
広
が
り
を
実
現
し
、

ま
た

多
数
の

活
動
家
を
生
み
出
す
こ

と
に

よ
っ

て
、

運
動
の

統
一

性
と
組
織
性
を
確
保
す
る
こ

と
が
で

き
た
。

さ
ら
に
ま
た
、

こ

の

運
動
を
通
じ
て
、

そ

れ
ま
で
の

お
く
れ
を
急
速
に
克
服
し
、

民
権
運
動
の

全
国
的
レ

ベ

ル

に

ま
で

達
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ

た
。

し
か
し
神
奈
川
に
お
い

て

も
、

国
会

開
設
運
動
は
突
如
起
こ
っ

た
も
の

で

な
く
、

す
で

に
そ
の

前
夜
に
、

二
、

三
の

注
目
す
べ

き
動
き
が
あ
っ

た
。

こ

こ

で

は
、

ま
ず
そ
の

前
史
か
ら
述

べ

て
い

こ

う
。

『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
よ
れ
ば
一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
十
二
月
、

八
王
子
で

成
内
頴
一

郎
ら
五
十
名
の

有
志
が

第
十
五
嚶
鳴
社
を
設
立

す
る
準
備
に
と
り
か
か
り
、

翌
年
一

月
七
日
に

は
、

同
社
の

沼
間
守
一

を
招
い

て

開
業
式
を
あ
げ
て
い

る
。

嚶
鳴
社
と
い

う
の

は
、

沼
間
守
一

の

率

い

る
都
市
知
識
人
の

政
治
結
社
で
、

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
を
機
関
紙
に

嚶
鳴
雑
誌
を
発
行
し
、

当
時
東
日
本
に
二

十
余
の

支
社
と
千
名
の

社
員
を
擁
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し
て
い

た
。

嚶
鳴
社
の

支
社
が
八
王
子
に
で

き
る
と
、

そ
こ

を
拠
点
に

直
ち
に

活
発
な
演
説
会
が

開
始
さ
れ
た
。

一

月
末
に

は
八
王
子
学
校
で
、

二

月
に
は
西
多
摩
郡
五
日
市
で
、

三
月
に

は
津
久
井
郡
吉
野
駅
で
、

あ
い

つ

い

で

嚶
鳴
社
員
に

よ
る
演
説
会
が
開
か
れ
て
い

る
。

こ

う
し
て
そ
の

後
に

は
、

第
四
嚶
鳴
社
の

あ
る
「
横
浜
ヲ

始
メ

府
中
ニ

二
宮
ニ

五
日
市
ニ

吉
野
ニ

久
保
沢
ニ

八
王
子
ニ

日
野
ニ

皆
有
志
者
ノ

結
合
ヲ

為
シ
、

毎
月
演
説
者

ヲ

招
聘
シ

テ
大
会
ヲ

開
ク

」（『
朝
野
新
聞
』
明
治
十
三
年
十
月
二

十
日
付
）
と
い

う
盛
況
ぶ
り
で

あ
っ

た
。

そ
し
て
一

八
八
一

、

二
年
と
も
な
れ
ば
、

こ

の

地
方
の

民
権
家
と
嚶
鳴
社
と
の

結
び
つ

き
は
強
ま
り
、

神
奈
川
県
（
明
治
二

十
六
年
ま
で

は
多
摩
三
郡
を
含
む
）
は
嚶
鳴
社
の

最
大
の

基
盤
と
な
っ

た

と
い

わ
れ
る
。

（
色
川
大
吉
『
近
代
国
家
の

出
発
』）。

武
州
八
王
子
を
中
心
と
す
る
嚶
鳴
社
の

活
動
と
平
行
し
て
、

一

方
の

相
州
で

も
国
会
開
設
運
動
の

前
ぶ
れ
と
も
い

え
る
運
動
が
起
こ
っ

て
い

た
。

一

つ

は
三
浦
郡
三
崎
町
で
一

八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年

一

月
末
、

町
会
議
員
、

関
直
道
が
「
三
浦
郡
諸
君
ニ

告
グ

」
と
い

う
国
会
開
設
願
望
の

檄
文
を
発
表

し
て
、

す
で
に

五
、

六
十
名
の

賛
同
者
を
得
た
と
い

わ
れ
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
三
年
一

月

三
十
一

日
付
以
下
『
毎
日

』
と
略
す
）、

ま
た
三
月
初
め
に

は
、

同
町
議
の

大
野
彦
兵
衛
が
「
国
会
開
設

建
議
諮
問
案
」
を
起
草
し
て

話
題
を
よ
び
、

以
来
三
崎
は
も
ち
ろ
ん
近
傍
の

各
村
よ
り
も
之
を
聞
き

陸
続
同
意
す
る
者
多
く
、

同
意
者
殆
ん
ど
八
百
七
十
余
名
に

及
ん
だ
と
い

わ
れ
る
。

い

ま
一

つ

は
小

田
原
の

動
き
で
、

同
年
三
月
当
地
へ

遊
説
に

き
た
愛
国
社
の

社
員
が
、

「
民
権
拡
張
」
を
仁
恵
社
社
長

吉
野
直
興
に

は
か
っ

た
こ

と
か
ら
、

「
民
権
論
者
各
地
に

輩
出
し
、

弥
々

同
志
結
合
し
て

国
会
開
設
を

政
府
に

請
願
せ
ん
と
同
地
は
勿
論
各
近
在
よ
り
有
志
者
相
会
合
し
て

そ
の

委
員
を
選
挙
」（『
毎
日

』明

治
十
三
年
三
月
十
七
日
付
）
す
る
と
い

う
動
き
を
見
せ
て
い

る
。

「三浦郡諸君に告ぐ」
『東京横浜毎日新聞』明治13年1月31日付
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三
崎
や
小
田
原
の

こ

う
し
た
動
き
が
、

一

八
八
〇
年
六
月
の

全
相
州
の

国
会
開
設
運
動
と
ど
の

よ
う
に
つ

な
が
る
の

か
は
っ

き
り
し
な
い

が
、

恐

ら
く
中
途
で

後
者
の

大
運
動
に

合
流
し
て
い

っ

た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ

こ

で

参
考
ま
で

に
、

三
崎
町
の

国
会
開
設
願
望
の

二
つ

の

文
書
で

あ
る

「
三
浦
郡
諸
君
ニ

告
グ

」
と
「
国
会
開
設
建
議
諮
問
案
」
の

内
容
を
か
い

つ

ま
ん
で

紹
介
し
て

お
こ

う
。

「
三
浦
郡
諸
君
ニ

告
グ

」
は
一

種
の

檄
文
で
、

国
会
開
設
が
今
日
の

急
務
で

あ
る
こ

と
を
力
説
し
、

す
で
に

千
葉
、

岡
山
、

福
岡
、

広
島
、

宮
城

等
の

諸
県
の

有
志
は
陸
続
と
請
願
に
立
上
っ

て
い

る
。

然
る
に

我
が
神
奈
川
県
は
、

首
都
東
京
に

隣
接
す
る
「
全
国
中
ノ

大
県
ニ

シ

テ
開
化
先
進
ノ

地

」
で

あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

「
今
日
ニ

到
ル

マ

デ
未
ダ
一

人
ノ

議
事
ニ

関
シ

テ

人
民
ノ

連
結
ヲ

謀
ル

ノ

義
挙
ア
ル

ヲ

聞
カ
ズ

」（『
毎
日

』
明
治

十
三
年
三
月
二
日
付
）
と
の
べ

て

慨
歎
し
、

郡
民
の

奮
起
を
よ
び
か
け
た
も
の

で

あ
る
。

も
う
一

つ

の

「
国
会
開
設
建
議
諮
問
案
」
は
、

請
願
書
の

草
案
に

相
当
す
る
も
の

で

あ
る
。

こ

の

中
で

起
草
者
は
、

人
類
に

天
賦
の

自
由
権
利
が

あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
上
で
、

国
民
の

権
利
意
識
に
ふ
れ
な
が
ら
次
の

よ
う
に

言
う
。

日
本
人
民
は
千
数
百
年
に

及
ぶ

専
制
政
治
の

下
で
、

「
唯
命

之
従
ノ

卑
屈
心
」
に

慣
れ
、

自
由
の

行
使
に
つ

い

て
は
禽
獣
に

も
劣
る
有
様
で

あ
る
。

し
か
し
我
が
国
の

お
か
れ
た
現
状
を
み
る
と
こ

の

ま
ま
で
い

る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

「
宣
シ

ク

衆
智
ヲ

集
メ

公
議
与
論
ノ

帰
ス

ル

所
ヲ

執
テ

」
政
治
を
行
う
べ

き
で

あ
る
。

公
議
与
論
の

政
治
と
は
、

「
有
司
ノ

権
限
ヲ

度
節
ス

ル

ニ

有
リ
、

有
志
ノ

権
限
ヲ
度
節
セ

ン

ト
欲
セ

バ

宣
シ

ク

憲
法
ヲ

立
ツ

ル

ニ

有
リ
、

憲
法
ヲ
立
テ
ン

ト
欲
セ

バ

則
チ

国
会
開
設
セ

ザ

ル
ベ

カ
ラ
ズ

」（『
毎
日

』
明
治
十
三
年
三
月
三
日
付
）。
こ

の

よ
う
な
論
旨
で

国
会
開
設
を
主
張
し
て
い

る
の

で

あ
る
。

こ

の

二
つ

の

文
書
は
、

思
想
的

に
は
素
樸
な
天
賦
人
権
論
と
他
県
人
へ

の

競
争
意
識
に

根
ざ
す
も
の

で

あ
る
が
、

そ
れ
な
り
に

ま
た
当
時
の

地
方
民
権
家
の

政
治
意
識
が
う
か
が
え

て

興
味
深
い
。

桜
井
提
案
と
第
三

回
地
方
官
会
議

さ
て
、

以
上
の

よ
う
な
武
州
八
王
子
を
中
心
と
し
た
嚶
鳴
社
の

宣
伝
活
動
と
、

相
州
の

三
崎
及
び
小
田
原
に
お
け
る
国
会
開

設
請
願
の

動
き
は
、

県
下
に
お
け
る
民
権
運
動
の

先
駆
を
な
す
も
の

で

あ
る
が
、

そ
れ
は
ち
よ
う
ど
こ

の

時
期
に

全
国
的
な
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規
模
で

す
す
め
ら
れ
つ

つ

あ
っ

た
国
会
開
設
大
請
願
の

余
波
で

も
あ
っ

た
。

こ

の

大
請
願
を
推
進
し
た
愛
国
社
は
、

一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
十
一

月
の

第
三
回
大
会
で

画
期
的
な
国
会
開
設
請
願
を
決
定
、

翌
八
〇
年
三

月
の

次
期
大
会
に

向
け
て

全
国
的
な
規
模
で

請
願
運
動
を
組
織
し
て
い

っ

た
。

そ
し
て

三
月
の

第
四
回
大
会
で

は
、

二

府
二

十
二

県
八
万
七
千
余
人

の

総
代
百
十
四
名
が
大
阪
に

集
ま
り
、

こ

れ
ま
で

の

愛
国
社
を
改
組
し
て

国
会
期
成
同
盟
と
改
称
し
、

代
表
片
岡
健
吉
、

河
野
広
中
に

よ
っ

て

全
国

各
地
の

署
名
人
代
表
の

名
を
連
ね
た
「
国
会
を
開
設
す
る
允
可
を
上
願
す
る
書
」
を
天
皇
に

提
出
す
る
こ

と
に

し
た
。

こ

の

請
願
は
結
局
政
府
に

よ

っ

て

拒
否
さ
れ
た
が
、

し
か
し
そ
れ
以
後
全
国
各
地
か
ら
の

請
願
は
一

層
活
発
に

な
る
。

な
お
こ

の

国
会
期
成
同
盟
に

は
、

神
奈
川
は
加
わ
っ

て
い

な
い
。

国
会
開
設
運
動
は
全
国
的
に

見
れ
ば
、

愛
国
社
系
政
社
の

潮
流
・

都
市
民
権
派
の

潮
流
・

在
地
民
権
結
社
の

潮
流
と
よ
ば
れ
る
三
つ

の

推
進
母
胎

を
も
っ

て
い

た
。

本
県
の

場
合
、

大
き
く
見
れ
ば
在
地
民
権
結
社
の

潮
流
に

入
っ

て
い

く
県
議
路
線
で

ま
ず
国
会
開
設
運
動
が
進
め
ら
れ
た
。

県
議

路
線
と
い

う
の

は
、

各
府
県
の

県
議
グ
ル

ー
プ
が
連
合
ま
た
は
単
独
で

主
導
し
た
請
願
運
動
で
、

後
述
す
る
よ
う
に

神
奈
川
も
こ

の

範
疇
に

入
る
。

県
議
路
線
の

特
徴
は
「
士
族
社
会
を
軸
と
し
た
愛
国
社
路
線
に

対
し
て

農
工
商
の

職
業
に

あ
り
平
民
の

族
籍
を
も
つ

府
県
会
議
員
を
指
導
者
と
す
る

組
織
路
線
」（
内
藤
正
中
『
自
由
民
権
運
動
の

研
究
』
一

六
四
ペ

ー

ジ

）
と
い

わ
れ
る
が
、

こ

の

路
線
成
立
の

上
で

画
期
的
な
役
割
を
果
し
た
の

が
千
葉
県

の
一

村
議
桜
井
静
の

提
案
で

あ
る
。

桜
井
は
一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
七
月
、

「
国
会
開
設
懇
請
協
議

案
」
な
る
も
の

を
『
朝
野
新
聞
』
に

発
表
、

同
時
に
一

万
部
を
印
刷
し
て

全
国
の

府
県
会
議
員
に

発
送
し

た
。

そ
れ
は
、

こ

の

年
開
設
さ
れ
た
府
県
会
の

権
限
の

狭
少
さ
を
慨
歎
し
、

国
会
開
設
こ

そ
府
県
の

自

治
を
確
立
す
る
道
だ
と
の
べ

て
、

全
国
の

府
県
会
議
員
が
東
京
に

集
っ

て

協
議
し
、

国
会
開
設
を
政
府

に

懇
請
し
よ
う
と
訴
え
た
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

桜
井
提
案
は
岡
山
県
会
の

支
持
決
議
を
は
じ
め

各
府

福井直吉
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県
に

大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
。

神
奈
川
の

県
議
た
ち
に

も
こ

の

よ
び
か
け
は
あ
っ

た
ら
し
く
、

大
住
郡
出
身
の

県
議
、

福
井
直
吉
の

文
書
中
に

も
そ

の

写
し
が
現
存
し
て
い

る
。

と
も
あ
れ
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
後
半
に

は
先
に
ふ
れ
た
三
潮
流
の

合
流
に

よ
っ

て
、

国
会
開
設
運
動
は
空
前
の

高
揚
を
示
し
た
。

一

八

七
四
（
明
治
七

）
年
以
降
、

全
国
か
ら
の

建
白
・

請
願
は
今
日
わ
か
っ

て

い

る
も
の

だ
け
で

も
五
十
数
件
、

署
名
数
に

し
て
二
十
六
万
人
以
上
に
の

ぼ
っ

た
（
江
村
栄
一

「
国
会
開
設
建
白
書
・

諸
願
書
の

考
察
」『
近
代
日
本
の

国
家
と
思
想
』）。

と
こ

ろ
で
、

神
奈
川
県
下
の

本
格
的
な
国
会
開
設
運
動
は
、

愛
国
社
＝
期
成
同
盟
や
他
府
県
の

運
動
と
く
ら
べ

る
と
大
分
お
く
れ
て

ス

タ
ー
ト
し

た
。

ま
ず
そ
の

発
端
か
ら
の
べ

て
い

こ

う
。

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
二

月
、

政
府
は
第
三
回
の

地
方
官
会
議
を
東
京
に

招
集
し
た
。

こ

の

会
議
に

は
、

さ
き
の

桜
井
の

よ
び
か

け
も
あ
っ

て
、

全
国
か
ら
百
四
名
の

府
県
会
議
員
が
傍
聴
の

た
め

上
京
し

た
。

そ
し
て

同
月
二

十
二
日
そ
の

有
志
が
両
国
中
村
楼
に

集
合
し
た
際
、

茨
城
、

岡
山
な
ど
の

議
員
か
ら
国
会
開
設
の

提
案
が
あ
り
、

日
を
改
め
て

論
議
す
る
こ

と
に

し
た
。

次
い

で

開
か
れ
た
二

十
四
日
の

会
議
で

は
三
十
七
名
の

有
志
議
員
が
集
っ

て

意
見
を
交
し
た
が
、

結
局
直
ち
に

請
願
行
動
を
主
張
す
る
グ
ル

ー

プ
と
「
帰
県
の

上
、

有
志
者
を
団
結
し
て

更
に

建
議
す
る
」

（『
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
第
四
巻
一

七
三
ペ

ー
ジ

）
グ
ル

ー
プ
と
に

分
れ
、

前
者
の

意
見
を
と
る
一

府
九
県
の

代
表
二

十
五
名
は
そ
の

場
で

元
老
院
に

建
白
し
た
。

こ

の

会
議
に

神
奈
川
県
か
ら
も
、

神
藤
利
八
（
高
座
郡
）、

今
福
元
頴
（
同
）、

杉
山
泰
助
（
大
住
郡
）
の

三
県
議
が
出
席
し
て

い

た
が
、

採
決
で

は
後
者
の

意
見
に

く
み
し
た
。

神
奈
川
の

三
代
表
が
そ
の

よ
う
な
態
度
を
と
っ

た
の

は
、

何
よ
り
も
自
県
の

運
動
の

た
ち
お
く
れ
か
ら
で

あ

っ

た
。

こ

こ

に

そ
の

辺
の

消
息
を
語
る
一

資
料
が
あ
る
の
で

紹
介
し
て
お
こ

う
。

こ

れ
は
県
議
で

請
願
運
動
の

総
代
と
な
っ

た
福
井
直
吉
の

演
説
草

稿
で

あ
る
が
、

さ
き
の

府
県
会
議
員
の

会
議
の

模
様
を
伝
え
て
い

て

興
味
深
い
。
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其
節
諸
県
ノ

人
ノ

様
子
ヲ

聞
ク
ニ

、

何
レ

モ

国
会
ノ

説
ナ
ラ
ザ
ル

ハ

ナ
シ
。

某
県
ニ

テ
ハ

己
ニ

昨
年
国
会
開
設
ノ

事
ヲ

御
願
申
シ

タ
ト
云
イ
、

又
某
県
デ
モ

同
様
御

願
イ
申
シ

タ
云
々
、

或
ハ

此
度
願
書
ヲ

持
参
シ

タ
ト
云
イ
…
…
或
ハ

其
事
ニ

着
手
シ

タ
ト

云
イ
、

僅
カ
ニ

数
県
ヲ

除
ク
ノ

外
ハ

夫
々

手
続
ヲ

終
リ
、

実
ニ

他
県
ノ

進

ン

ダ
ニ

ハ

恐
入
マ

シ

タ

」　

（「
福
井
直
吉
文
書
」）

ま
さ
に

神
奈
川
県
は
運
動
の

お
く
れ
て
い

る
点
で

は
、

残
り
の

「
僅
カ
ニ

数
県
」
の

中
に
い

た
の

で

あ
る
。

会
議
に

出
席
し
た
三
県
議
が
他
府
県

の

運
動
の

高
揚
に

驚
く
と
と
も
に
、

自
県
の

運
動
の

た
ち
お
く
れ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
は
想
像
に

か
た
く
な
い
。

か
く
し
て

神
藤
ら
は
、「
今
直

ち
に

賛
成
は
で

き
な
い

が
帰
県
後
総
代
を
選
出
し
各
府
県
と

も
一

致
団
結
」（
内
藤
正
中
、

前
掲
書
一

七
四
ペ

ー
ジ

）
し
て

運
動
す
る
こ

と
を
誓
っ

て

別

れ
た
の

で

あ
っ

た
。

二
　

広
が
る

運
動

典
型
的
な
県
議
路
線

地
方
官
会
議
か
ら
帰
っ

た
神
藤
、

今
福
、

杉
山
の

三
県
議
は
、

直
ち
に

国
会
開
設
請
願
の

準
備
に

入
っ

た
。

ま
ず
相
州
出

身
の

県
会
議
員
を
中
心
に

十
四
名
で

県
総
代
を
構
成
し
た
。

そ
の

顔
ぶ
れ
は
第
十
表
の

通
り
で

あ
る
が
、

一

人
を
の

ぞ
い

て

全
員
が
平
民
の

族
籍
を
も
ち
、

現
職
ま
た
は
後
の

県
議
で

あ
る
。

と
こ

ろ
で

こ

の

十
四
名
の

県
総
代
は
、

相
州
を
代
表
し
て

全
体
の

指
導
に

当
る
と
同
時
に
、

各
郡
の

指
導
責
任
を
分
任
し
て
い

た
。

そ
し
て

郡
レ

ベ

ル

で

も
県
総
代
の

下
に
、

数
名
か
ら
数
十
名
の

郡
総
代
を
選
出
し
た
。

こ

の

よ
う
な
構
成
を
と
っ

た
の

は
、

郡
を
単
位
に

運
動
を
組
織
し
た
た
め

で

あ
り
、

事
実
、

県
議
主
導
の

運
動
に
お
い

て

は
、

県
議
の

選
挙
区
と
し
て

の

郡
を
基
盤
に

す
る
こ

と
が
最
も
合
理
的
で

あ
っ

た
。

郡
総
代
に
は
郡

役
所
書
記
、

戸
長
、

学
区
取
締
、

村
会
議
員
な
ど
、

郡
村
の

有
力
者
が
多
く
選
ば
れ
た
。

ま
た
各
郡
の

郡
長
の

中
に

も
、

民
権
思
想
に

理
解
を
示
し

©神奈川県立公文書館



運
動
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
者
が
い

た
。

そ
の

よ
う
な
郡
長
に
、

足
柄
上
郡
の

中

村
舜
次
郎
、

大
住
淘
綾
郡
の

山
口

左
七
郎
、

愛
甲
郡
の

中
村
稲
八
郎
ら
を
あ
げ
る

こ

と
が
で

き
る
。

県
議
で

筆
頭
総
代
の

今
福
元
頴
が
運
動
に

着
手
す
る
に

あ
た
っ

て
、

相
州
各
郡
の

郡
長
は
も
ち
ろ
ん
有
志
諸
氏
と
計
っ

た
と
語
っ

て
い

る
の

も
、

そ
の

辺
の

事
情
を
さ
し
て
い

る
の

で

あ
ろ
う
。

な
お
こ

こ

で
、

神
奈
川
県
内
の

う
ち
、

相
州
（
九
郡
）
だ
け
を
取
り
上
げ
て

武

州
（
六
郡
）
に
ふ
れ
な
い

の

は
、

組
織
だ
っ

た
運
動
が
確
認
で

き
な
い

か

ら
で

あ

る
。

一

説
に
よ
れ
ば
、

同
時
期
に

武
州
で

も
石
坂
昌
孝
ら
が
発
起
人
と
な
っ

て
、

国
会
開
設
請
願
の

檄
文
が
廻
さ
れ
た
が
、

有
志
の

多
く
が
当
時
横
浜
を
中
心
と
す

る
商
権
回
復
運
動
に

忙
殺
さ
れ
て
、

国
会
開
設
運
動
に

ま
で

手
が
ま
わ
ら
な
か
っ

た
と
言
わ
れ
て
い

る
（『
町
田
市
史
』
下
巻
）。

さ
て
、

郡
段
階
の

総
代
が
き
ま
り
態
勢
が
整
う
と
、

次
に

国
会
開
設
請
願
の

檄
文
と

総
代
の

氏
名
を
連
署
し
た
締
盟
書
（
又
は
締
約
書
と
も
い

う

）

が
郡
ご
と
に

作
成
さ
れ
配
布
さ
れ
た
。

こ

れ
ら
の

文
書
は
署
名
運
動
に

活
用
し
た
も
の

で

あ
る
が
、

足
柄
上
郡
な
ど
で
は
、

村
ご
と
に

締
約
書
を
署

名
簿
の

あ
た
ま
に
つ

け
て

回
覧
し
て
い

る
。

こ

こ

で

少
々

長
く
な
る
が
、

締
盟
書
の

全
文
を
掲
げ
て

内
容
を
紹
介
し
て
お
こ

う
。

締
盟
書

我
叡
聖
ナ
ル

天
皇
陛
下
ハ

天
地
神
明
ニ

誓
ハ

セ

ラ
レ

第10表　相州国会開設運動の総代人名簿

資料編13近代・現代⑶『国会開設ノ儀ニ付建言』から作成
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聖
意
ヲ

詔
シ

テ
曰
ク
、

広
ク

集
議
ヲ

尽
シ

万
機
公
論
ニ

決
ス

ト
、

是
実
ニ

明
治
初
年
即
位
ノ

始
メ

タ
リ
、

当
時
国
民
未
タ

封
建
之
余
習
ニ

慣
レ
、

其
ノ

羈
絆
ヲ

脱
セ

ズ
、

卑
屈
ニ

安
ン

ズ
ル

ノ

風
俗
尚
存
ス

ル

有
テ

此
ノ

聖
意
ノ

所
在
ヲ

顧
慮
細
志
ス

ル

者
ア
ラ
ザ
リ
、

然
リ
而
シ

テ

気
運
漸
ク

変
遷
シ

今
哉
勅
諭
ノ

責
ム

ベ

キ

ヲ

知

リ
、

且
自
治
ノ

重
ン

ズ
ベ

キ
ヲ

覚
リ
而
シ

テ
国
会
開
設
ヲ

政
府
ニ

請
願
シ
、

以
テ
至
仁
ナ
ル

聖
意
ニ

報
ヒ

奉
ラ
ン

ト

欲
ス

ル

モ

ノ

陸
続
東
西
ヨ

リ
起
ル

ニ

至
レ

リ
。

鳴
乎
時
既
ニ

如
斯
、

時
己
ニ

如
斯
ナ
ル

ヲ

以
テ

我
高
座
郡
有
志
輩
苟
モ

此
ノ

時
運
ニ

際
シ

豈

傍
観
座
視
ヲ

分
ト
シ

テ
甘
ン

ズ
ベ

ケ
ン

ヤ
、

因
テ

今
回
同
志
者
憤
然
締
盟
約
結
シ
、

以
テ
国
会
開
設
ノ

議
ヲ

政
府
ニ

願
望
セ

ン

ト

欲
ス
。

抑
モ

此
ノ

挙
タ
ル

ヤ
下
ハ

以
テ

国
民
ノ

自
由
福
祉
ヲ

永
遠
ニ

保
存
ス

ル

ノ

志
望
ニ

シ

テ
、

上
ハ

以
テ
天
皇
陛
下
ノ

隆
恩
へ

報
ヒ

奉
ラ
ン

ト

欲
ス

ル

ニ

在
リ
。

故
ニ

此
一

事
ニ

関
シ

将
来
多
少
之

艱
難
ニ

会
フ

モ

敢
テ

志
向
ヲ

変
ス

ル

事
ナ
カ
ラ
ン

為
ニ

茲
ニ

締
盟
約
結
ノ

連
署
ス

ル

モ

ノ

如
斯
也

（
以
下
署
名
略
）

締
約
書

明
治
元
年
我
叡
聖
文
武
ナ
ル

天
皇
陛
下
ハ

天
地
神
明
ニ

誓
ヒ

玉
ハ

セ

ラ
レ
、

詔
シ

テ
曰
ク
、

広
ク

会
議
ヲ

興
シ

万
機
公
論
ニ

決
ス

ベ

シ

ト
ノ

勅
諭
ニ

奉
答
セ

ン

ト
、

既
ニ

今
回
吾
郡
人
民
同
志
ト

謀
リ
締
盟
締
約
シ
、

国
会
開
設
ヲ

請
願
シ

国
民
ノ

福
祉
ヲ

永
保
セ

ン

ト
シ
、

后
来
変
心
挫
折
ナ
カ
ラ
シ

メ

ン

為
メ

締
約
連
署
ス

ル

如
斯
也

明
治
十
三
年
四
月

前
者
は
郡
総
代
の

「
締
盟
書
」
で
、

現
在
高
座
郡
と
大
住
・

淘
綾
郡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い

る
が
、

文
面
は
全
く
同
じ
で
、

総
代
＝
署
名
人
の

数
だ

け
が
高
座
郡
の

三
十
二

名
、

大
住
淘
綾
郡
の

四
名
と
異
な
る
だ
け
で

あ
る
。

恐
ら
く
全
県
共
通
の

締
盟
書
の

モ

デ
ル

が
あ
っ

て
、

そ
れ
を
郡
名
と
署

名
者
だ
け
変
え
て

用
い

た
も
の

で

あ
ろ
う
。

一

方
後
者
は
足
柄
上
郡
の

各
村
の

請
願
署
名
簿
の

あ
た
ま
に
つ

け
た
「
締
約
書
」
で
、

同
様
の

も
の

が

愛
甲
郡
半
原
村
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
一

三
）
に

も
残
っ

て
い

る
。

こ

れ
ら
二
つ

の

文
書
は
長
短
の

ち
が
い

は
あ
る
が
、

内
容
的
に
は
同
じ
も
の

で

今
回
の

国
会
開
設
運
動
は
明
治
初
年
の

「
五
箇
条
の

御
誓
文
」
に

あ
る
「
広
ク

会
議
ヲ

興
シ

万
機
公
論
ニ

決
ス
ベ

シ

」
と
い

う
「
聖
旨
」
に
こ

た
え
る
運
動
で

あ
り
、

そ
れ
に

よ
っ

て

国
民
の

福
祉
を
永
く
保
存
し
よ
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う
と
す
る
も
の

で

あ
る
。

そ
の

た
め
運
動
の

途
中
で

変
心
挫
折
し
な
い

よ
う
盟
約
す
る
も
の

だ
、

と
い

う
趣
旨
で

あ
る
。

五
箇
条
の

御
誓
文
と
い

う
体
制
側
の

論
理
を
、

自
己
の

主
張
の

論
拠
に
と
り
こ

む
と

い

う
こ

の

よ
う
な
発
想
を
、

色
川
大
吉
氏
は
民
権
期
の

明
治
人
に

特
有
の

「
読
み
か
え
の

論
理
」
と
よ

ん
で
い

る
が
、

た
し
か
に
こ

う
し
た
方
法
が
当
時
と
し
て

は
最
も
説
得
性
が
あ
っ

た
の

で

あ
ろ
う
。

さ
て
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
三
月
五
日
か

ら
は
じ
ま
っ

た
請
願
署
名

郡
村
ぐ
る
み
の
運
動

運
動
は
た
ち
ま
ち
大
き
な
反
響
を
よ
び
、

六
月
初
ま
で
に

相
州
九
郡
五
百
五

十
九
町
村
で

二
万
三
千
五
百
五
十
五
名
と
い

う
大
量
の

署
名
を
集
め
た
。

こ

の

成
果
は
他
府
県
の

そ
れ

と
比
較
し
て

も
遜
色
は
な
く
、

署
名
数
で

は
高
知
、

広
島
、

岡
山
、

長
野
な
ど
と
と
も
に
、

全
国
で

も

ト
ッ

プ
レ
ベ

ル

の

地
位
（
第
十
一

表
参
照
）
を
占
め
て
い

る
。

ま
た
、

当
時
の

相
州
九
郡
の

総
戸
数
は
七

万
六
千
二
百
戸
（
明
治
十
四
年
『
神
奈
川
県
統
計
書
』）
で

あ
る
か

ら
、

署
名
者
を
戸
主
と
し
た
場
合
、

三

戸
に
一

戸
の

割
合
で

署
名
が
行
わ
れ
た
こ

と
に

な
る
。

ま
さ
に

空
前
の

壮
挙
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
こ

の

よ
う
な
大
量
署
名
の

運
動
は
、

相
州
で

は
こ

れ
が

最
初
で

は
な
か
っ

た
。

二

年
前
の
一

八
七
八
（
明

治
十
一

）
年
十
一

月
、

大
住
郡
真
土
村
で

起
き
た
悪
徳
地
主
、

松
木
長
右
衛
門
殺
害
事
件
の

被
告
に

対

す
る
助
命
嘆
願
運
動
で

も
、

大
住
、

淘
綾
、

愛
甲
の

三
郡
で

百
三
十
六
か
村
一

万
五
千
人
の

署
名
を
集

め
て
い

る
。

そ
の

と
き
の

経
験
が
国
会
開
設
運
動
に

も
大
き
く
役
立
っ

た
に
ち
が
い

な
い
。

そ
れ
に
し
て

も
二
万
三
千
も
の

大
量
の

署
名
が
、

し
か
も
わ
ず
か
三
か

月
間
に
ど
の

よ
う
に
し
て

集
め
ら
れ
た
の

で

あ
ろ
う
か
。

後
藤
靖
氏
は
福

島
、

福
井
、

長
野
な
ど
国
会
開
設
運
動
で

大
量
の

署
名
を
集
め
た
民
権
運
動
新
興
地
域
に

お
け
る
運
動
を
総
括
し
て
、

次
の

よ
う
な
特
徴
づ
け
を
さ

国会開設請願署名　 小田原市立図書館蔵
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れ
て
い

る
。

「
運
動
の

指
導
層
は
豪
農
層
で
、

多
く
は
県
会
議
員
や
村
役
人
な
い

し
そ
の

子
弟
で

あ
る
。

そ
の

す
ぐ
下
に

中
位
の

農
民
層
の

中
か
ら
輩
出
し
て

き
た
積
極
的
な
運
動
推
進
者
が
あ
り
、

そ
の

下
に

広
汎
な
全
農
民
層
が
支
持
基
盤
と
し
て

存
在
し
て
い

た
、

と
い

う
こ

と
で

あ
る

」（
後
藤
靖
『
自
由

民
権

』
一

〇
七
ペ

ー
ジ

）
と
。

国
会
開
設
運
動
に
お
け
る
こ

の

よ
う
な
「
階
級
構
成
」
は
、

そ
の

ま
ま
神
奈
川
の

運
動
に

も
適
用
で

き
る
と
思
う
。

県

会
議
員
（
大
豪
農
＝
地
方
名
望
家

）―
戸
長
、

郡
書
記
（
中
小
豪
農
＝
在
村
有
力
者
）―
農
民
と
い

う
序
列
が
、

こ

の

大
運
動
の

組
織
構
成
を
な
し
て
い

る

か
ら
で

あ
る
。

こ

の

序
列
は
当
時
の

村
落
共
同
体
の

階
層
制
を
あ
ら
わ
す
も
の

で

あ
る
が
、

こ

の

よ
う
な
共
同
体
組
織
と
郡
村
の

行
政
機
構
と
を
フ

ル

に

利
用
し
た
と
こ

ろ
に
、

大
量
署
名
獲
得
の

秘
密
が
あ
っ

た
の

で

あ
る
。

大
量
署
名
の

秘

密
と
そ
の

分
析

こ

こ

で

若
干
、

署
名
簿
の

分
析
を
し
て
お
こ

う
。

小
田
原
の

市
立
図
書
館
に

保
管
さ
れ
て

い

る

有
信
会
文
庫
に
、

足
柄
上
郡

及
び
大
住
・

淘
綾
郡
（
こ

の

二
郡
は
郡
長
兼
任
の

行
政
区
）
の

署
名
簿
が
あ
る
の

で
、

そ
れ
を
用
い

て

考
察
し

て

み
る
。

そ
れ
に

よ
る
と
、

両
郡
の

署
名
数
は
第
十
二
表
の

通
り
で
、

足
柄
上
郡
の

署
名
数
が
数
に
お
い

て

も

率
に
お
い

て

も
は
る
か
に

上
回
っ

て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
。

足
柄
上
郡
で
は
、

湯
触
村
（
戸

数
二
十
七
戸
）
の
一

〇
〇
㌫
、

川
西
村
（
同
九
十
八
戸

）
の

九
五
㌫
を
は
じ
め
、

全
体
と

し
て

高
率
で

郡
平
均
で

も
八
三
・

三
㌫
に

達
し
て
い

る
。

そ
れ
に

対
し
て

大
住
・

淘
綾
郡
は
、

郡

平
均
の

署
名
数
も
二

〇
・

七
㌫
と
低
く
、

署
名
数
五
〜
十
人
未
満
の

村
数
が
五
十
村
に

も
上

っ

て
お
り
、

全
く
無
署
名
の

村
も
三
村
あ
る
。

ま
た
、

村
会
議
員
だ
け
の

署
名
に
と
ど
ま
っ

て
い

る
村
が
八
村
あ
る
。

さ
ら
に

両
郡
に

お
け
る
署
名
数
の

分
布
状
況
を
検
討
す
る
と
、

県
総
代
及
び
郡
総
代
の

居

第11表　請願署名数上位10県

江村栄一「国会開設建白書・請願書の考
察」『近代日本の国家と思想』
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村
が
高
い

こ

と
は
当
然
で

あ
る
が
、

全
体
と
し
て
は
平
場
の

米
作
地
帯
よ
り
も
、

山
村
の

畑
作
地
帯
の

方
が

多
く
の

署
名
を
集
め
て
い

る
よ
う
で

あ
る
。

あ
と
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、

神
奈
川
県
下
の

自
由
民
権
運
動
は
、

主
と
し
て

東
山
養
蚕
地
帯
の

辺
縁
部
に

あ
た
る
県
内
内
陸
の

諸
地
域
で

展
開
さ
れ
る
の

で

あ
る
が
、

こ

こ

に

早
く
も
そ
の

地
域
的
特
色
が
形
成
さ
れ
つ

つ

あ
っ

た
こ

と
が
わ
か
る
。

さ
い

ご
に

署
名
獲
得
の

方
法
に
つ

い

て
ひ
と
言
ふ
れ
て
お
こ

う
。

先
述
の

二
冊
の

署
名
簿
を
見
る
と
、

署

名
者
の

筆
跡
が
村
ご
と
同
一

人
の

も
の

で

あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

こ

の
こ

と
は
村
の

代
表
に

署
名
を
一

括
し

て

委
任
し
た
こ

と
を
示
し
て
い

る
。

同
様
の

方
法
が
上
記
の

二

郡
だ
け
で

な
く
他
郡
で

も
と
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

た
と
え
ば
愛
甲
郡
で

は
、

「
有
志
百
十
余
人
ノ

集
会
ヲ

厚
木
町
長
福
寺
ニ

開
催
、

請
願
人
ノ

調
印
ヲ

執
ル

コ

ト
ハ

総
代
ニ

一

任
」（
天
野
政
立
文
書
）
し
て
い

る
。

こ

の

よ

う
な
署
名
方
法
に
は
色
い

う
な
問
題
が

あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
署
名
者
個
人
の

意
志
が
ど
れ
だ
け
尊
重
さ
れ
た
か
と
い

う
問
題
で

あ
る
。

大
量
署
名
を

め
ざ
す
意
味
か
ら
も
、

村
の

共
同
体
組
織
と
郡
村
の

行
政
機
構
を
そ
の

ま
ま
利
用
す
る
と
い

う
方
式
の

も
と

で

は
、

個
人
の

意
志
を
無
視
し
て

署
名
を
強
制
す
る
と
い

う
ケ
ー
ス

も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
同
時
に

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
は
当
時
の
一

般
民
衆
に

国
会
開
設
の

意
義
や
そ
れ
を
訴
え
た
文
書
が
、

ど
れ
だ
け
理
解
で

き
た
か
と
い

う
こ

と
で

あ

る
。

県
議
で

県
総
代
の

今
福
元
頴
は
そ
の
こ

と
に
ふ
れ
て
、

「
無
知
の

細
民
に
は
初
め

よ

り
憲
法
又
は
国
会
な
ど
六
ヶ

敷
事
を
説
く
も
通
暁
す
ま
じ

き
ゆ
え
、

自
由
の

人
民
に
は
必
ず
参
政
の

権
利
あ
る
旨
を
示
し
、

漸
く
に
し
て

了
解
す
る
を
得
て
、

始
め
て

参
政
の

権
を
得
る
は
国
会
を
起
す
に

あ

る
と
説
き
、

遂
に

請
願
書
に

連
署
せ
し
め
た
」（『
郵
便
報
知
新
聞
』
明
治
十
三
年
六
月
十
二
日
付
）
と
語
っ

て
い

る
が
、

し
か
し
自
分
の

姓
名
す
ら
書
く

こ

と
の

で

き
な
い

民
衆
に
、

こ

の

よ
う
な
説
得
が
ど
れ
だ
け
通
じ
た
か
疑
わ
し
い
。

つ

ま
り
、

署
名
簿
が
村
ご
と
同
一

人
の

筆
跡
で

あ
っ

た
り
、

一

第12表　足柄上，大住淘綾両郡の署名状況

小田原市立図書館所蔵の署名簿から作成
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括
し
て

調
印
を
と
る
よ
う
な
署
名
方
法
が
と
ら
れ
た
の

も
、

当
時
の

民
衆
の

知
的
な
い

し
教
育
水
準
を
考
慮
し
た
措
置
だ
と
考
え
る
こ

と
も
で

き
よ

う
。

な
お
、

こ

の

よ
う
な
一

括
署
名
の

方
式
は
、

神
奈
川
だ
け
で

な
く
広
く
他
県
で

も
行
わ
れ
て
い

た
よ

う
で

あ
る
（
内
藤
正
中
『
自
由
民
権
運
動
の

研
究
』）。

三
　

県
令
の

妨
害

野
村
県
令
の

妨
害
と
干
渉

相
州
の

国
会
開
設
運
動
は
、

は
じ
め
か
ら
大
し
た
妨
害
も
な
く
、

請
願
署
名
も
比
較
的
順
調
に

す
す
ん
だ
よ
う
で

あ
る
。

地
域
に

よ
っ

て

は
郡
長
の

積
極
的
な
支
援
の

も
と
に
、

郡
書
記
、

戸
長
な
ど
が
運
動
の

先
頭
に
立
つ

と
こ

ろ
も
あ
ら
わ
れ
た
。

こ

う
し
て
、

二
万
三
千
余
と
い

う
大
量
の

署
名
を
か
な
り
短
期
間
に

集
め
る
こ

と
が
で

き
た
。

さ
て
、

六
月
五
日
、

県
総
代
た
ち
は
各
郡
ご
と
に
ま
と
め
た
署
名
簿
を
た
ず
さ
え
て
、

元
老
院
へ

建
白
の

た
め
上
京
し
た
。

建
白
前
後
の

行
動
に

つ

い

て
は
、

最
近
発
見
さ
れ
た
大
和
市
上
和
田
の

小
川
正
人
文
書
（「
棒
呈
日
誌
」）
に

詳
し
い

の

で
、

以
下
こ

れ
を
参
考
に
し
て

の
べ

て
い

く
（
遠
藤

憲
雄
「
郷
土
に
お

け
る
国
会
開
設
運
動
」『
大
和
市
史
研
究
』
創
刊
号
）。

上
京
当
夜
、

総
代
た
ち
は
都
内
芝
区
紫
井
町
の

旅
館
、

和
泉
屋
に

投
宿
し
て

翌
日
を
迎
え
た
が
、

足
柄
上
、

津
久
井
二

郡
の

総
代
の

到
着
が
お
く

れ
た
た
め
、

建
白
を
七
日
に

延
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。

こ

の

二

郡
の

総
代
の

遅
延
に

は
大
分
苦
慮
し
た
よ
う
で

あ
る
。

六
月
八
日
か
ら

は
定
例
の

県
会
が
は
じ
ま
る
た
め
、

大
部
分
の

総
代
は
帰
県
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

最
悪
の

場
合
は
足
柄
上
、

津
久
井
を
除
く
七
郡
だ
け
の

建
白
も

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

と
こ

ろ
が
そ
こ
へ

、

思
い

が
け
な
い

事
件
が
起
き
た
。

神
奈
川
県
書
記
官
、

河
野
通
倫
が
使
者
を
通
じ
て

次
の

よ
う
な
書
簡
を
届
け
て

き
た
の

で
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